原著 by 大塚, 眞理子 et al.
原 著
高齢者夫婦の ケ ア しあう関係 の 構築をめ ざした
看護援助 の あり方
一 訪問看護に おける看護者の 認識 の分析か ら -
大 塚 真理千
(千葉大学大学院看護学研究科, 埼玉県立大学)
本研究の 目的 は, 高齢者夫婦の 援助 に あた っ て 筆者が 行 っ た判断 を 明 らか に す る こ とを 通 して , 高齢者夫婦 の ケ ア しあ う
関係の 構築をめざ した 看護援助の あり方を検討す る こ とで あ る｡ 研究方法 は, 高齢 者夫婦の 関係性が発展 し た 1組 の 夫婦 に
行 っ た 看護援助 にお け る筆者 の 認識を, ケ ア し あう関係 の 援助 の 視点 か ら分析 した ｡ 高齢者夫婦 の ケ ア しあ う関係 の 構築を
めざ した 訪問 に よ る看護援助 の あり方 は, 以 下 の よ うで あ っ た｡ 1 . 高齢 者夫婦そ れ ぞ れ へ の 援助 を通 して 関係性 を判断す
る｡ 2 . 高齢者夫婦 それ ぞれ の 身体 と自己概念 に働き かけて , 相手 を支援す る体力 と心の ゆ とりが 生 じる よ うに す る｡ 3 .
外部支援 に よ っ て 両者が 支 え られ て い る こ と を両者 に意識 づ け, 高齢 者夫婦の 生活が安定す る よ う にす る｡ 4 . 介 護をう け
る よう に な っ て 喪失 し た高齢者 の 役割を再獲得 でき る よ う両者 に働きかけ, とも に支援 し あう よ う にす る｡ 5 . 高齢者夫婦
が互 い を 確か め合 う機会を提供 し, 互 い の 気持 ち や支援 しあ う行動 に気づく よう にす る｡
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はじめ に
高齢者夫婦の み の世帯は増加傾向に あり, 在宅高齢者
を介護する介護者の続柄は配偶者の比率が高くな っ て い
る｡ 高齢者夫婦で は介護する配偶者も高齢で あり, 何 ら
か の健康問題をも っ て い る の で , 両者ともに看護援助が
必要となる｡ ま た, 高齢者夫婦は介護 し介護される状況
に なると , 長年 の 夫婦関係を基盤に 一 方が犠牲にな っ た
り, 適切な療養生活がで きなくな っ たりする場合もある｡
高齢者夫婦が介護し介護され る状況で新し い関係を築い
て い く必要が あると考え られ , 高齢者夫婦 へ の援助方法
の 構築が求められ て い ると言えよう｡ し かし, 高齢者夫
棉 - の 看護援助に つ い て の実践報告はあるが, 高齢者夫
婦の関係性に注目した援助方法に 関する研究は見 つ か ら
なか っ た｡
筆者は, 在宅療養をし て い る高齢者と配偶者に対 し両
者の関係 をと らえ なが ら, そ れぞれ の QOL (Qu ality
of Life) の向上をめざし て訪問看護活動を行 っ た｡ そ
の結果, 両者 の QOL は向上 し両者の 関係性は ｢求め あ
い , と も に支えあ い成長 しあう関係｣ に発展して い た 1)｡
メ イ ヤ ロ フ 2) の ｢ケ ア (ケ アリ ン グ) は相手の 成長を助
ける こと｣ に照らして 考えると , こ の よう に互 い に相手
を必要と感C, 相手 の 成長を助けあう関係は ｢ケア しあ
う関係｣ と言い 換える ことが で きよう｡ そ れぞれ の QOL
が向上しケ ア しあう関係に発展した事例の看護援助か ら,
高齢者夫婦の ケ ア しあう関係をめざした看護援助の示唆
が得られる の で はな いか と考えた｡
そ こ で , 本研究の目的` は, 高齢者夫婦の援助に あた っ
て 筆者が行 っ た判断を明らか にする ことを通 して , 高齢
者夫婦の ケ ア しあう関係の構築をめざした訪問に よる看
護援助の あり方を検討する こと で ある｡
Ⅱ
. 研究方法
1) 用語の 定義
関係性 : 梶田 3) は自己と他者と の 関係性 に つ い て ,
｢それ ぞれ の 内面に お い て自己と他者をめぐ っ て のイ メ ー
ジ や意味づ け, 感情な どが形成され て い て , 直接的に は
それが自己と他者との 関係を決めて いく｣ と逮べ て い る｡
高齢者夫婦の関係性は, 相手 に対する役割意識や情緒的
思い に よ っ て 生じる相互の かかわりあ い で あり , 看護援
助場面で は相手に対する思い ･ 態度 ･ 行動と共同生活の
ありよう に よ っ て看護者が判断する相互関係で ある｡
2) 事例の概要
1組の高齢者夫婦に対し, 研究 の了解を得て1997年4
月か ら7月 ま で訪問看護を行 っ た｡ 高齢者夫婦は, 要介
護者が71歳の妻 (高齢者)で介護者が74歳の夫 (配偶者)
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で あ っ た｡ 本研究で は互い に ケ ア しあう対等な関係をめ
ざし て い る の で , 患者や要介護者とせずに高齢者とし,
介護者とせずに配偶者と した｡
高齢者は, 糖尿病 ･ 骨粗繋症 ･ 気管支鳴息の 既往が あ
り , 神経困性勝耽で カ テ ー テ ル を留置して い た ｡ 神経障
害に よる下肢しびれ感と廃用性の 下肢筋力低下で歩行困
難が あり, ベ ッ ド上 に座 っ て い る こ とが多か っ た｡ 配偶
者は高血圧 ･ 狭心症 ･ 糖尿病の 既往があり , 緑内障に よ
る視力障害と難聴があ っ た｡ 一 戸建て の 住宅で , 別居 の
息子3人が週1回交代で 支援に来た ｡ 外部支援は, 訪問
看護ス テ ー シ ョ ン の 訪問看護過1回, 家事援助 ヘ ル パ ー
週 2回, 有償 ボ ラ ン テ ィ ア の 家事援助週1回, 入浴サ ー
ビ ス過1回で あ っ た｡
3) 看護目標とス ー パ ー パ イ ズ
援助に あた っ て , 高齢者と配偶者そ れぞ れ の QOL の
向上を看護目標と し, そ れぞれ に看護計画を立て た｡
訪問看護活動の経過中及び分析に あた っ て , 老人看護学
の研究者に ス ー パ ー バ イ ズ をう けた｡
4) 分析デ ー タ
高齢者と配偶者に了解を得て 訪問看護中の 会話を テ ー
プ録音し逐語録に したも の , フ ィ ー ル ドノ ー ト , 看護計
画の記録をデ ー タ と した｡ こ の うち初回訪問か ら16回目
まで の看護活動に おける筆者の認識 (思い ･ 理解 ･ 判断)
を分析した｡
5) 分析の手順
(1)逐語録と フ ィ ー ル ド ノ ー ト か ら, 1回の 訪問ごと に
プ ロ セ ス レ コ ー ド を作成し, プ ロ セ ス レ コ ー ドと看護計
画か ら, 【高齢者に関する筆者の認識】 【配偶者に関す
る筆者の認識】 【関係性に関する筆者の認識】 を取り出
した ｡
(2)【高齢者に関する筆者の認識】 を 『高齢者に 関する
理解 ･ 判断』『高齢者に関する援助の判断』『高齢者の配
偶者に対する思い ･ 態度 ･ 行動 に 関する理 解 ･ 判断』
『高齢者の配偶者 に対する思い ･ 態度 ･ 行動 に 関する援
助の 判断』 に分類した｡ 同様 に 【配偶者に 関する筆者の
認識】 に つ い て も 『配偶者に関する理 解 ･ 判断』『配偶
者に関する援助の判断』『配偶者の 高齢者に対する思い ･
態度 ･ 行動 に関する理解 ･ 判断』『配偶者の 高齢者 に対
する思い ･ 態度 ･ 行動 に関する援助の判断』 に分類した｡
【関係性 に関する筆者の認識】 は, 『関係性 の 理解 ･ 判
断』 と 『関係性に関する援助の判断』 に分類した｡
(3) 『関係性の 理解 ･ 判断』 の経過を, 関係性の判断が
変化して い る時期で区切り, 各時期に高齢者と配偶者お
よび関係性に関し て筆者が行 っ た援助の判断を読みとり,
高齢者夫婦の ケ ア しあう関係の援助の視点から分析した｡
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. 結 果 (表1)
1) 関係性の判断の変化
『関係性の 理解 ･ 判断』 の経過か ら関係性の判断は 5
期に分けられ た｡ ｢ 高齢者が遠慮 して い る介護関係｣ を
判断した訪問3回目まで を第1期, ｢ 両者の助け合 っ て
い る関係｣ に気づ い た訪問7回目まで を第2期, ｢両者
の役割が変化する必要がある｣ と判断 した訪問8回目ま
で を第3期, ｢二人 で 協力して は し い と期待｣ の 判断を
した訪問12回目まで を第4期, ｢支援しあう関係｣ と判
断した訪問16回目まで を第5期とした｡
2) 第1期の判断
高齢者に関し て , 筆者は ｢リ - ビ リ テ ー シ ョ ン を行 っ
て生活行動を拡大しよう｣ と計画したが, 高齢者にと っ
て は ｢腰痛が最も っ ら い自覚症状で ある｣ と理解で きた
の で , ｢腰痛の緩和が援助の優先課題｣ と援助方針を変
更した｡
配偶者に関し て , 老化現象や病状, 自己概念を理解し
援助の必要性を感じながら, ｢どの よう な援助を行えば
よ いか｣ 判断で きなか っ たo
関係性に関し て , 筆者は ｢高齢者と配偶者は別々 の 生
活空間に いる｣ と共同生活の ありようを判断した｡ ｢ 配
偶者は高齢者を散歩させた い｣ が , ｢高齢者は散歩や外
出をしたく な い｣ の で , ｢両者は相互理 解が不十分｣ と
判断した｡ そ し て , ｢高齢者は排滑方法を自分で工夫し,
配偶者か ら介護を受ける こと に遠慮が あ る｣ ｢配偶者に
逆 らわ な い｣ ｢配偶者を働き手と認識 して い る｣ と理解
した｡ 高齢者の認識は過去の夫婦役割分担の認識の まま
で あり , こ の夫婦の 関係性は ｢高齢者が遠慮して い る介
護関係｣ で あると , 筆者の 理解は深ま っ た｡
第1期で は配偶者に関する援助の 判断や関係性に 関す
る援助の判断はなか っ た｡
すなわち, 第 1期 の援助の判断は, 高齢者の苦痛を緩
和するよう身体に働きか ける援助の 判断で あ っ た｡
3) 第2期の判断
｢高齢者は苦痛の緩和の援助に つ い て そ の効果を表現
し, 自分から坐位 にな っ た｣｡ こ の 行動 は筆者と配偶者
がそ の健康問題に つ い て話し合 っ て い る時に生じたの で ,
筆者 は, ｢ 高齢者は配偶者の 健康問題 に関JL､が あり , 会
話 に参加した い｣ と理解した｡ そ こ で , ｢ 腰痛緩和の セ
ル フ ケ ア方法を指導し, 日常生活の 中で 自然に生活行動
の拡大を図ろう｣ と判断した｡ さ ら に ｢ 高齢者は糖尿病
に つ い て知識が不十分｣と理解し, 体重 の増加が気にな っ
て い た の で , ｢食事内容の 改善を図ろう｣ と判断 した｡
こ の時, ｢高齢者の 専業主婦と して の 能力を引き出 して
調理方法に活か そう｣ と判断した｡ ま た , ｢高齢者は療
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養生活 に自信が な い｣ と判断し, ｢ 不安を軽減する｣ 援
助が必要と判断した ｡ 貝体的に は ｢親族や外部支援の援
助を意識 づ ける｣ と判断した｡
すなわ ち, 高齢者に関する援助の判断は, 病状改善や
生活行動拡大, 自己有能性の実感や不安の軽減を意図し
た もの で あり, 高齢者の身体や自己概念に働きか けると
いう判断で あ っ た｡
筆者は配偶者に関し て , ｢ 援助の必要性を伝え , 苦痛
緩和の セ ル フ ケ ア の 指導をする｣ と判断 した｡ そ し て
｢配偶者が自分の病気を認めるよう に な っ た｣ の で , ｢高
血圧の病状観察と生活指導｣ に 関する援助を判断した｡
ま た, ｢視力障害に よるあきらめ感が強 い｣ の で ｢視力
障害に対する援助や否定的な自己 へ の援助｣ に つ い て 判
断した｡
すなわち, 配偶者に 関する援助 は, 病状の 改善や老化
現象に対する対処, 自我発達を意図して 配偶者の 身体と
自己概念に働きかけると い う判断で あ っ た｡
関係性に 関し て , ｢配偶者は入浴サ ー ビ ス に 不満｣ で
あるが, ｢高齢者は入浴サ - ビ ス に満足し て い る｣ の で ,
筆者は ｢入浴サ ー ビ ス に つ い て両者の認識に ズ レ がある｣
と判断し, ｢有効利用を両者と 一 緒 に 検討 しよう｣ と両
者 へ の援助に つ い て判断した｡
こ の判断は, 生活 の安定に必要な外部支援を高齢者夫
婦が相互作用を しなが ら受 け入れ るよう意図して , 関係
性に関する援助を判断したと いえる ｡
ま た, 筆者は ｢高齢者の行動 に対する配偶者の認識が
低い｣ と判断し, ｢ 高齢者の家事行動を配偶者に 意識づ
ける｣ と判断した｡
こ の判断は高齢者の支援行動を配偶者に意識づ け, 高
齢者が支援で きる ことを配偶者に気 づかせる援助の 判断
と い える｡
配偶者は自分の病気を否定して い たが, 認 める よう に
な っ た こ とから, 筆者は ｢高齢者が配偶者 に高血圧予防
の体操を指導したり, い た わり の表現をし て い る｣ こと
に気づ き, ま た, ｢配偶者も高齢者の 指導 を受 け入れ て
いる｣ こ とが理解で きた｡ こ の こ とから筆者 は ｢両者が
助け合 っ て生活し て い る｣ と判断した｡ 同時 に , ｢二人
の 会話が少な い｣ こと に気 づ き, ｢二 人 の 会話 を促進す
る｣ 援助が必要と判断した｡
こ れ は, 助 け合う関係が さら に促進するよう に , 高齢
者と配偶者の相互理解を促進する援助の判断とい える｡
4) 第3期の 判断
高齢者に つ い て ｢椅子へ の移動が ス ム - ズ で移動の 日
常化は可能｣ と判断し, 配偶者に つ い て ｢身体機能が低
下 し, 高齢者を介護するこ とが難しくなる｣ と判断した｡
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関係性に 関して , ｢介護し介護され る現在の 両者 の役割
は変化する必要がある｣ と判断した｡
高齢者に 関して ｢ 食事内容改善の援助｣ を継続し, 醍
偶者に 関して ｢ 血圧の 自己測定を継続する｣ と判断した｡
関係性に 関して 筆者は ｢ 高齢者に配偶者の健康管理の 役
割を期待 し, 互 い に支援しあう気持ちに なる ことを期待｣
した｡ 配偶者に ｢二人で 生き て い る ことを意識づけよう｣
｢高齢者から支援を受けて い る ことを意識づ けよう｣ ｢配
偶者の 健康維持は高齢者の ため で もあると意味づ けよう｣
と判断した｡
すなわ ち, 高齢者夫婦の関係に つ い て , 介護し介護さ
れる関係で はなく , 高齢者も配偶者に支援する役割を持
ち, 配偶者は高齢者か ら支援され て い る こ とを自覚で き
るような援助を判断した｡ こ れ は高齢者夫婦の支援しあ
う関係を築き促進する援助とい える｡
5) 第4期の判断
筆者は, 関係性に関し て ｢両者に食事内容の援助をし
よう｣ と判断し, ｢高齢者に 新メ ニ ュ - を 提案した｣ り,
｢配偶者に 食品の 買い物方法を指導する援助｣ を判断し
た｡ ま た, ｢高齢者 は配偶者の 健康に不安を表現｣ し ,
｢配偶者に も高血圧予防の 食事指導が必要｣ だ っ たの で ,
筆者は ｢食事内容の改善を二人で協力して ほし いと期待｣
した｡
こ れ らは高齢者の援助課題を両者の援助課題と位置づ
け, 両者 の相互作用を促進する援助で あ っ た｡
ま た, 筆者は ｢高齢者は ベ ッ ド か ら椅子 へ 自発的に移
動した｣ の で , ｢両者の健康問題に つ い て 3者 で 話 し合
う場が で きた｣ と判断した｡
こ れ は高齢者夫婦の 相互作用が促進する環境を高齢者
自らが作 っ た こ とを意味し, 高齢者に関する援助が , 関
係性に 関する援助に もな っ て い たと い える｡
筆者 は ｢ 高齢者に対して 配偶者が行 っ て い る気遣い を
意識 づけ よう｣ と判断し, ｢ 高齢者が配偶者 へ の 思 い や
りを表現 しな い｣ の で , 筆者が ｢仲介して 配偶者に伝え
よう｣ と判断した ｡
こ れ は, 高齢者夫婦に芽生え たケ ア の 気持ちを筆者が
代弁して相手に伝え , 互い の 気持ち に気 づくよう意識づ
ける援助で あ り, 高齢者夫婦の 関係が ケ ア しあう関係に
発展する ことを支援する援助といえる ｡
6) 第5期の 判断
高齢者は, 配偶者に対 して 視力障害を補う支援や糖尿
病の指導を実施 して い た｡ 筆者は ｢ 高齢者が行 っ て い る
配偶者 へ の支援行動を両者に 意識づ ける｣ と判断した｡
ま た, ｢ 配偶者が高齢者を支援で きる よう に 糖尿病 の知
識を高齢者に提供する｣ 判断を した｡
こ れ らは, 介護を受けるよう に な っ て失 っ た役割を再
獲得 した高齢者に対し, そ の役割遂行を支援する判断で
あり , 高齢者夫婦の ケ ア しあう関係を促進する援助の 判
断で あ っ た｡
Ⅳ . 考 察
1
. 高齢者と配偶者それぞれに関する援助と関係性に関
する援助につ い て
本事例で は, 第 1期 で 高齢者 に関する援助を判断し,
第2期以降配偶者に 関する援助を判断して いた｡ そ して,
そ れ ぞれ に対する援助を通して 看護者 は, 両者の 関係性
の理解を深め, 関係性 に 関する援助を判断 した｡ 鈴木
ら 4) は家族ア セ ス メ ン トと家族援助は同時進行で あると
述 べ て い る｡ 関係性の判断は, 看護者が それぞれ の相手
に対する思い ･ 態度 ･ 行動をとらえ て判断するの で , 夫
婦それぞれ に関する援助に対し て相手の反応をとらえる
こ と で関係性の判断が できると考えられる｡
第4期で 高齢者が看護者と配偶者の会話に加わるため
に自発的に移動した ことば, 苦痛 の緩和や生活行動の 拡
大とい う高齢者に関する援助の結果可能とな っ た｡ 同時
に , 高齢者に配偶者の健康管理 の役割を期待 したり, 両
者 の会話を促進しような どの援助の結果, 配偶者 へ の 関
JL､が高ま っ た とも考え られる｡
関係性に 関する援助は, 高齢者夫婦の 相手に対する思
い ･ 態度 ･ 行動 に関して それぞれ に行う援助と, 両者 の
相互作用に向けた援助が あ っ た｡
高齢者夫婦の 援助に際して は, 高齢者夫婦それぞれ へ
の 援助を行い なが ら関係性を判断し, そ れぞれ に対 して
と関係性に関する援助が必要で ある｡
2 . 関係性が発展する条件につ い て
高齢者に関する援助の 判断で , 看護者 は病状改善や生
活行動拡大, 自己有能性の 実感や不安の 軽減を意図して
身体や自己概念に働きか ける ことを判断した｡ 配偶者に
関して も病状の改善や老化現象 へ の対処, 自我発達を意
図して身体と自己概念に働きかけた｡ マ ズ ロ ー の 基本的
欲求に関する理論 5) で は, 生理 的欲求と安全の欲求が満
たされると次の高次の欲求で ある愛と所属の欲求が現れ
るとされ て い る｡ 人は体力と心 に ゆとりが得 られると他
者 へ も関心が向け られる よう に なると考え られる｡
高齢者夫婦 は両者ともに高齢で あるがゆえ に , 二 人だ
け で 生活する こと ばで きず何らか の サ ボ - 卜が必要とな
る｡ 本事例で は, 高齢者の 療養生活の 不安を軽減するた
め に親族な どの サ ポ ー ト を意識づ ける こ とを判断し, 入
浴サ ー ビ ス の 有効利用を両者で検討する ことを判断した｡
一 般 に外部支援は要介護の高齢者の ため で あると同時
に , 介護者で ある配偶者に と っ て介護負担の軽減になり,
さ ら に社会交流の機会となる｡ 社会交流が少ない本事例
の 配偶者に と っ て , 入浴 サ ー ビ ス の ス タ ッ フ と の交流は
貴重な社会交流の機会で あ っ た ｡ 当初, 配偶者は こ の こ
と に気づか なか っ た の で 入浴サ ー ビ ス が有効に活用で き
なか っ た｡ し たが っ て , 外部支援に よ っ て両者が支えら
れ て い る こ と に両者が気づくこ とが必要で ある｡
高齢者夫婦の 関係性が発展するため に は, そ れぞれ の
体力と心 の ゆとりや生活の安定が条件で あり, そ の ため
に は, そ れ ぞれ の身体と心と生活を整える ことが必要と
なろう｡ すなわち, 高齢者夫婦それ ぞれ の身体と自己概
念に働きか けて相手を支援する体力と心の ゆとりが生じ
るような援助や , 外部支援に よ っ て両者が支え られ て い
る こ とを両者に意識づ け, 高齢者夫婦の生活が安定する
ような援助が必要で ある｡
3. 高齢者の 役割につ い て
本事例の高齢者は, 従来担 っ て い た専業主婦と し て家
を守ると い う役割が果たせず, 夫 に介護される こ と に遠
慮が あ っ た｡ し かし, 高齢者が配偶者の 健康問題に対し
て 支援で きる ことを両者が実感 した こと で , 高齢者は妻
と し て夫 の健康管理 をすると い う役割を再獲得で きたと
考えられる｡ 高齢者夫婦の ケ ア しあう関係の構築の ため
に は, 介護される高齢者が介護する配偶者を支援する役
割が必要で あり, そ の 役割が充分遂行で きるよう知識を
提供するな どの援助が必要で ある｡ つ ま り, 介護をうけ
るよう に な っ て 喪失した高齢者の役割を再獲得で きる よ
う両者 に働きか け, ともに支援しあうよう に する援助で
あ ろう ｡
4
. 高齢者夫婦の相互理解と相互作用につ い て
本事例は, 援助開始当初は夫婦が別々 の 生活空間に い
た の で , 筆者は別々 に援助 して い た｡ しだ い に , 高齢者
が配偶者の空間に移動して , 夫婦と看護者の 3者で夫婦
の健康問題を話し合う ことが で きるよう に な っ た｡ こ れ
は, 夫婦 の共有の 場が できた こ と で あり, 共有 の場 で行
う看護者の両者 へ の 援助は, 夫婦 の相互作用を促進 し,
相互理解を促進するもの と考えられる｡
高齢者夫婦は長年の関係の 中で , 独自の コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン 方法を会得し, 理解し合 っ て い るよう に感 じられ
る｡ し かし, 互 い に高齢となりさら に介護関係が生じて
くると, 相手 の状況や気持ちを確かめずに, 一 方的 に思
い こ ん で い る場合もある｡ 本事例が相互理解不十分か ら
支援しあう関係に発展 した こと は, 現状 にお ける両者の
相互理解が深ま っ た と考え られる｡ 高齢者の配偶者 へ の
思 い やりを筆者が配偶者 に代弁したり , 高齢者が行 っ て
い る配偶者 へ の支援を筆者が意図的に表現して両者に意
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識づ けたり, 両者 の会話を促進するなどの 援助は, 高齢
者夫婦がお互い の考えや気持ちを確か め合い , 互 い の気
持ちや支援を発見で きる機会の 提供とな っ たと考え られ
る｡
すなわち, 高齢者夫婦の発展する関係を支援する援助
とし て , 高齢者夫婦が互い を確かめ合う機会を提供し,
互 い の気持ちや支援しあう行動 に気づ ける よう にする援
助が重要と考えられる｡
Ⅴ . おわ りに
今回の研究は分析対象が1事例で あ っ た が , ケ ア しあ
う関係に発展した事例で あ っ た の で , 高齢者夫婦の 看護
援助に関する仮説を得る ことが で きた ｡ しか し, 多くの
高齢者夫婦に は多様な関係性があり, 高齢者夫婦の ケ ア
しあう関係の構築をめざした援助と して 一 般化する に は
限界が ある｡ 今後 こ の知見を援助仮説と して事例数を増
や し, 援助方法の構築の 一 助 となるよう努力した い ｡
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A STU DY OF T H E C A RIN G R E L A TIO N S HI PB E T WE EN A N E L D E RLY C O U P L E
TH R O UGH N U R SIN G C A RE
Ots uka M a riko
Do cto r al Pr ogr a min Nu r sl ng, C biba Univ e r sity, a nd Saita m aPr efe ctu r al Univ e r sity
K EY W O R D S:
the elde rly c o uple, c ar lng, r elation ship, visitlng n u r s e
T he pu rpo s e of this study w a sto e xplore n u r slng C are for a n elde rly c o uple
'
s m utu al ca rl ng
relation ship through the nu r s e
'
s clinic aljudgm e nt a nd de cision s m ade at the tim e ofthe hom e visit.
T he pa rticipa nts of the study w e r e o ne elderly c o uple, and the data w a sanalyzed ba s ed on the n u r se
'
s
observ atio n s･ T he methods that the author fo u nd effectiv e to help the c o uple m ake a c a rl ng
relationship w e r e :1･ To a s s e s sthe r elationship betw e en the elde rly c ouple; 2. to c a r efo rthem with
a foc us o ntheir healthn e eds a nd s elf-c o nc ept tilltheyle arn to help e ach othe r; 3･ to a c ceptinfo r mal
and fo r m al s up po rt to stabilize their daily liv e s; 4･ to s up po rt the m in r ega l n l ng their r ole which
they ha v elo st; 5, to pr o vide op portunitie s fo rintera ctio n betw e n the m , a nd to fa cilitate their
s up po rtiv e a ctions and feelings to ea ch othe r.
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